著作権契約書

●●●（以下「甲」という）と、株式会社●●●（以下「乙」という）とは、原稿執筆業務の委託に関し、以下のとおり契約を締結する。

第１条（委託）

乙は、甲に対し、以下の原稿（以下「本著作物」という）の執筆を委託し、甲はこれを受託した。

①原稿テーマ　「●●●」

②原稿分量　　  ●●字以上●●字以内

第２条（納入）

甲は、乙に対し、本著作物のデータファイルをCD-Rに保存し、平成●年●月末日までに、乙に持参する方法により納入する。

２　乙は、前項の納入を受けた後、すみやかに納入物を検査し、納入物に瑕疵がある場合や、乙の企画意図に合致しない場合は、７日以内にその旨甲に通知し、当該通知を受けた甲は、すみやかに乙の指示に従った対応をする。

第３条（権利の帰属）

本著作物の著作権は、甲に帰属する。

第４条（利用の許諾）

甲は、乙に対し、本著作物を、下記の態様で利用することを許諾する。

①印刷物における利用

(ア) 印刷物の名称　●●

(イ) 発行部数　　　●●部

(ウ) 発行期間　　　平成●年●月●日から１年間

(エ) 発行地域　　　日本国内

②WEBサイトにおける利用

(ア) サイト名　　　株式会社●●●公式サイト

(イ) 掲載期間　　　平成●年●月●日（予定）から１年間

２　前項の許諾は、独占的なものとし、甲は、乙以外の第三者に対し、次の各形態で本著作物を利用することを許諾してはならない。

①印刷物における複製、頒布

②WEBサイトにおける掲載

第５条（著作者人格権）

乙は、本著作物を改変する場合、事前に甲の承諾を得なければならない。

２　乙は、本著作物を利用するにあたって、著作者の表示をしなければ　ならない。

３　甲および乙は、本著作物の公表日を、平成●年●月●日以降の乙が選択する日とすることを確認する。

第６条（保証）

甲は、乙に対し、本著作物が第三者の著作権、プライバシー権、名誉権、パブリシティ権その他いかなる権利をも侵害しないものであることを保証する。

２　万一、本著作物に関して、第三者から権利の主張、異議、苦情、対価の請求、損害賠償請求等がなされた場合、甲は、その責任と負担のもと、これに対処、解決するものとし、乙に対して一切の迷惑をかけないものとする。

第７条（対価）

乙は、甲に対し、本著作物の執筆業務および本著作物の利用許諾に関する一切の対価として、金●●円（税別）を、平成●年●月末日限り、別途甲が指定する銀行口座に振込む方法で支払う。振込手数料は、乙の負担とする。

第８条（解除）

甲および乙は、相手方が本契約に違反した場合、相当の期間をおいて違反の是正を催告し、当該期間内に違反が是正されなかったときは、本契約を解除することができる。

第９条（契約終了後の措置）

本契約が終了した場合、乙は、本著作物の一切の利用を中止し、第４条で許諾された一切の媒体から本著作物を削除しなければならない。

第10条（秘密保持）

甲および乙は、本契約に関連して知りえた相手方の秘密情報を、本契約の有効期間中および本契約の終了後、相手方の事前の書面による承諾なく、本契約の履行以外の目的に使用してはならず、第三者に開示または漏洩してはならない。

第11条（権利義務の譲渡等禁止）

甲および乙は、本契約上の地位ならびに本契約から生じる権利および義務を、相手方の事前の書面による承諾なく第三者に譲渡してはならず、また担保に供してはならない。

第12条（協議）

本契約に定めのない事項、または本契約の条項の解釈に関して疑義が生じたときは、甲乙誠意をもって協議のうえ、これを決定する。

第13条（合意管轄）

甲および乙は、本契約に関して紛争が生じた場合には、甲の住所地を管轄する裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所とすることに合意する。

以上、本契約の成立を証するため、本書２通を作成し、甲乙各記名押印のうえ、各１通を保有する。

平成●年●月●日


　　　　　　　　甲（住　所）　●●●


　　　　　　（名　称）　●●●　　　　　　　　　印

　　　　　　　　乙（住　所）　●●●


　　　　　　（名　称）　株式会社●●●



　　　　　　　　　代表取締役　●●●　　　印
